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タ
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セ
i
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コ

通
算
門
回
目
の
平
塚
七
夕
ま
つ
り
は
、
な
か
一
一
一
日
を

雨
に
た
た
ら
れ
な
が
ら
も
、
五
日
間
で
こ
豆
一
一
十
五
万

人
の
人
出
を
記
録
、
余
行
事
を
予
定
ど
お
り
終
了
し
て

幕
を
と
じ
ま
し
た
。
国
道
一
号
織
の
交
溜
規
制
も
四
日

間
に
わ
た
っ
た
ほ
か
‘
市
箆
セ
ン
タ
ー
に
は
民
放
の
大

型
行
事
が
連
日
ム
気
を
博
し
も
臨
時
電
車
七
夕
号
一
と
自

動
車
で
送
り
込
ま
れ
た
観
党
客
は
、
多
数
の
外
人
客
を

ふ
く
め
て
昨
年
を
上
ま
わ
り
、
日
本
一
の
竹
飾
り
に
ふ

さ
わ
し
い
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
ο
七
詞
に
行
な
わ

れ
た
竹
節
目
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
一
一
一
一
自
九
十
点
が
参
加
、

い
ず
れ
も
接
戦
を
界
代
金
市
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で
‘

志
津
デ
パ
ー
ト
が
は
じ
め
て
特
選
を
獲
得
話
題
を
ま

き
ま
し
た
5

一
一
一
一
一
人

けん牛と織姫宏テー?に、みごと今年度の

特選を獲得した志津デパートの竹昔前り・・.

初の特選で、あり、夜景でも 1位となった。

ブツカ配
一
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
は
日
本
一
ア
レ
ピ
一
門
事
号
室
・
志
津
デ
パ
ー
ト
。
一
円
震
霊
M

V
一
宇
新
雲
、

部一

C
M室
長
樵
橋
謁
片
手
り
八
名
(
金
市
〉
一
マ
準
特
選
ミ
ツ
マ
ル
家
具
セ
ン
タ
ー
一
動
会
、
御
事
会
o
V二
等
鳴
の
h

回
一
作
家
戸
川
貞
雄
氏

P

恒
久
名
盆
景
)
の
一
滝
口
カ
バ
ン
専
門
居
。
一
会
‘
あ
づ
ま
会
、
花
水
一
間
栄
会
。

比
一
厳
選
を
受
旬
、
次
の
上
位
入
賞
者
が
き
一
門
地
区
制
M
M
マ
一
等
・
静
隠
銀
行
平
嫁
一
一
一
一
等
白
銀
座
会
、
浮
世
会
‘

轡
一
ま
り
ま
し
た
。
一
変
市
町
、
ふ
じ
ゃ
奇
襲
田
平
塚
市
口
、
丸
一
酉
銀
座
会
、
明
石
会
、
南
品

川
一
門
会
市
M

V
特
選
・
志
穣
♂
パ
l
ト
。
一
武
呉
服
路
、
犠
浜
銀
行
平
塚
交
癌
、
一
内
会
、
滋
栄
会
・
聾
栄
会
、

縦
一
マ
準
特
選
}
席
・
滝
口
カ
バ
ン
専
曲
川
市
白
一
銭
屋
商
居
、
林
盛
呉
服
百
‘
ハ
ル
タ
一
会
。

ゆ
一
ミ
ツ
マ
ル
家
具
セ
ン
タ
ー
、
片
野
屋
一
叡
鏡
信
、
末
広
ふ
と
ん
庖
、
原
護
衛
一
×

間一門
V

準
特
選
一
一
席
・
十
雪
国
平
塚
山
師
、
双
一
呂
、
平
塚
信
用
金
庫
追
分
支
一
倍
、
山
一
入
賞
者
の
詳
報
宍

一
紫
洋
服
感
、
ト
ヰ
ワ
ャ
、
伊
勢
窓
、
一
鉄
総
本
市
出
・
中
原
無
線
議
録
障
会
。
一
講
評
な
ど
‘
く
わ
し
/

一
長
時
間
同
盟
平
塚
居
。
一
門
曹
長

Z
マ
一
守
山
開
地
方
事
務
所
一
紙
上
に
掲
載
し
ま
す
。
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一
市
ぷ
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
十
六
日
か
ら
寸
五
百
閣
議
事
援
に
閉
会
、
四
十
ニ
年
度
補
正
予
算
擦
な

一
一
ど
十
九
返
案
を
怒
議
、
可
決
し
ま
し
た
ω
裕
正
予
算
は
宮
地
方
選
後
初
の
肉
づ
付
予
算
で
一
般
会
計
に
一
一
一

一
一
億
八
千
六
百
万
円
を
追
加
、
う
ち
一
一
一
億
円
ぞ
土
木
建
議
授
に
充
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
議
会
児
重
手
当

一
一
制
度
を
創
設
、
火
葬
場
使
山
市
料
誉
会
鎖
、
簡
易
水
遊
給
水
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
な
ど
一
連

誌
の
民
生
対
策
を
き
め
、
さ
ら
に
、
笥
土
日
目
磁
区
に
蜜
際
防
・
毅
訪
町
・
宿
士
見
町
な
ど
の
新
町
名
を
採
択

一
一
す
る
こ
と
も
可
決
し
ま
し
た
u

任
期
満
了
に
と
も
な
う
助
役
と
駿
安
要
員
の
改
選
で
は
、
鈴
木
好
務
助
役

ま
し
た
。
加
藤
市
長

〈
血
の
か
よ
っ
た
市
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平
塚
駅
前
広
場
の
改

修
は
、
思
鉄
当
局
と
の

協
議
も
と
と
の
っ
て
、

既
に
一
広
報
ひ
ら
つ

か
」
で
お
知
ら
草
し

た
い
」
守
つ
に
、
計
翻
ど
お

り
ゃ
る
乙
と
に
な
っ

た
。
口
l
タ
臼
!
の

「
入
品
聞
の
抽
出
」
は
、
水

を
欲
し
て
台
石
が
、
い

つ
も
ぬ
れ
て
い
る
と
い

そ
の
γ
」
挙
が
お
わ

っ
て
、
先
ご
ろ
巡
水
式

を
お
と
な
っ
た
が
、
電

灯
の
影
り
で
、
夜
援
は

特
に
美
し
く
、
人
々
の

践
を
た
の
し
ま
せ
て
く

れ
た
。
と
ζ
ろ
が
近
来

に
な
い
日
照
り
で
、
市

民
に
節
水
を
呼
び
か
M
U

寸
ふ
い
た
析
な
の
で
、
県

水
道
局
平
塚
事
務
所
や
わ
た
く
し
に
祖
し
き
り
と

お
ζ
ご
と
の
箆
謡
が
か
が
っ
て
き
た
ι
電
話
の
主

に
は
僚
環
式
で
あ
る
ζ
と
を
説
明
し
て
了
解
し
て

も
ら
っ
た
が
‘
水
き
さ
ん
の
と
き
‘
い
か
に
も
無

る
の
で
、

中
止
し
た
。

わ
れ
わ
れ
逝
勤
者
は
、

閉
山
、
あ
の
殴
水
を
な
が
め
て
い
る
と
、
一
自
の
疲

れ
も
癒
さ
れ
た
。
噴
水
は
循
環
し
て
い
る
く
ら
い

の
と
と
は
良
識
あ
る
も
の
は
判
っ
て
い
る
は
ず

だ
、
止
め
る
と
は
も
っ
て
の
外
」
と
の
お
し
か
り

に
は
恐
縮
し
た
じ
あ
ち
ら
た
で
れ
ば
こ
ち
ら
が
た

た
ぬ
と
は
こ
の
ζ
と
で
あ
る
。

が
た
く
し
の
公
約
の
ひ
と
つ
で
あ
る
教
育
セ
ー
佑

セ
ン
タ
の
建
設
(
い
十
揺
買
収
毅
を
含
め
て
十
億

円
占
い
一
つ
巨
副
)
も
、
い
よ
い
よ
今
ヰ
か
ら
四
年

の
自
陣
を
か
げ
だ
工
事
が
は
じ
ま
る
の
を
、
み
な

さ
ん
と

ιも
に
喜
び
た
い
c
七
千
卸
の
広
大
な
数

勉
に
M

回
出
館
、
博
物
館
(
美
総
館
を
含
む
)
品
の

協
の
施
設
を
点
在
さ
せ
、
た
の
し
い
市
民
の
教
設

の
似
を
宍
制
掘
さ
セ
よ
】
っ
と
す
る
文
化
セ
ン
タ
ー
の

葱
本
構
想
を
企
闘
管
理
室
で
ま
と
め
あ
げ
、
談
会

の
同
窓
が
得
ら
れ
た
の
で
、
建
築
設
計
業
者
の
う

ち
か
ら
↓
社
ほ
ど
指
名
し
、
そ
の
も
の
に
応
募
設

計
壱
さ
せ
、
諮
査
員
h

引
に
委
嘱
し
て
選
出
し
て
も
ら

う
と
と
に
な
っ
た
ο

昭和 42年 7月15日

な
期
待
を
か
り
て
い
る
。
広
い
敷
砲
に
ど
ん
な
庭

部
が
生
ま
れ
、
関
市
町
館
そ
の
勉
の
施
設
が
ど
う
夜

間
目
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
か
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
た
の
し
み
に
待
ち
た
い
と
お
も
う
ο

四
万
の
地
方
統
一
選
挙
後
、
は
じ
め
て
の
市
議

会
定
例
会
が
六
月
↓
ハ
日
か
ら
+
五
担
問
の
会
期

で
衡
か
れ
、
提
出
の
全
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
1

再
度
、
市
長
の
識
に
つ
い
た
わ
た
し

(3) 

は
、
今
後
の
市
政
に
つ
い
て
、
そ
の
所
信
壱
の
ベ

て
‘
談
会
の
ご
協
力
を
も
と
め
た
が
、
骨
務
的
性

格
の
当
初
予
揮
に
吋
出
し
て
、
肉
付
り
の
裕
正
予
算

は
‘
一
一
一
綴
八
千
六
筏
万
円
ぞ
計
上
し
た
の
で
、
一

般
会
計
の
予
箪
総
額
は
一
一
一
十
一
億
姐
千
九
滋
万
円

と
な
っ
た
ο
今
回
は
土
木
認
に
重
点
ぞ
お
い
て
橋

市
心
予
算
額
の
八
O
%
、
約
一
一
一
億
向
ぞ
も
り
ζ
ん
だ

の
は
、
自
分
な
が
ら
思
い
き
っ
た
諸
問
山
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

ζ
れ
に
よ
っ
て
市
民
の
婆
望
を

も
、
あ
る
程
度
解
放
す
る
と
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
湘
南
海
岸
公
開
国
に
、
ア
江
十
メ
ー
ト
ル
、
二
十

五
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
幼
児
用
の
ブ
1
ん
を
建
設
し

た
が
、
公
営
の
も
の
と
し
て
は
県
下
に
も
そ
の
郷

が
な
い
ほ
ど
の
立
派
な
も
の
で
‘
み
な
さ
ん
に
翠

ζ
ん
で
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
。
七
月
一
日
の
フ
i

と
れ

も
他
市
に
例
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
火
葬

斜
金
も
市
田
叫
ん
限
っ
て
無
料
に
し
た
。
亡
く
な
ら

れ
た
市
民
に
‘
諮
し
ん
で
弔
誌
を
表
し
た
い
と
乙

ろ
か
ら
、
火
葬
糾
を
い
た
だ
か
ぬ
と
と
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
市
民
の
た
め
の
施
妥
は
、
す
べ
て
ζ

な
め
な
か
説
裂
は
そ
れ
を

ゆ
る
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
ま
た
精
神
や
身
体
の
彊

い
障
害
に
な
や
む
児
童
に
、
特
別
の
福
祉
手
当

守、

ζ
と
し
の
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
協
し

て
、
在
宅
兇
慈
の
家
庭
の
負
担
を
軽
く
し
、
積
極

制

度

主、t
 

を
と
っ
て
い
る
た
め
に
と
っ
た
倦
密
で
あ
る
。
さ

き
に
県
か
ら
無
償
貸
付
げ
を
う
り
た
相
問
川
の
河

川
敷
五
万
尿
を
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
議
成

す

る

事

業

も

、

い

よ

い

よ

住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
宋
諸
手
の
仕

事
を
給
え
ば
限
り
が
な
い
。
限
り
あ
る
財
源
で

は
、
限
り
な
い
需
惑
に
ζ
た
叉
る
ζ
と
は
む
づ
か

し
い
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
あ
く
ま
で
も
行

政
儀
突
の
た
て
ま
え
に
た
っ
て
‘
つ
と
め
て
財
政

局
」
乙
れ
に
合
わ
せ
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
き
だ

が
‘
と
の
姿
誌
と
そ
市
犀
の
た
め
の
市
政
で
あ

る
と
、
過
去
四
年
の
経
験
か
ら
か
た
く
信
じ
て
い

る。

(
昭
和
凶
十
二
年
七
月
一
日
)

ごみは追放できるか

24自に譲境禽生のつどし、

つ
と
め
る
予
定
で
、

と
し
て
関
係
者
の
関
U
が
笥
什
一
ら
れ
て

い
ま
す
。

生
活
の
レ
ベ
ル
ア
y
ブ
と
と
も
に
、

法務省@王子塚地区実筋委員会



六
月
市
議
会
定
例
会
で
.
四
十
二
年
度
第
一
次
補
正
予
算
が
成
立
明
須
賀
線
の
立
体
交
盤
工
事
な
ど
穏
当
大
騒
な
建
設
措
置
を
組
み
入
れ
ま

し
ま
し
た
ο
矯
正
額
は
一
般
会
計
一
一
一
億
六
千
六
奇
万
円
・
特
別
会
計
叫
し
た
o
ま
た
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
神
間
消
防
出
張
所
、
消
防
訓

は
競
輪
を
中
心
に
八
億
一
一
千
万
向
。
地
方
選
後
初
の
肉
づ
付
予
算
と
出
練
場
、
土
屋
公
民
鑓
な
ど
の
新
設
費
も
計
上
し
ま
し
た
。
補
定
予
算

し
て
注
慰
さ
れ
る
も
の
で
す
o
今
期
一
般
会
計
の
補
正
の
大
半
約
一
一
一
刊
の
な
か
の
お
も
な
政
策
的
綴
費
と
建
設
費
は
次
の
と
お
り
o

億
円
は
土
木
費
で
‘
道
路
の
舗
装
と
改
良
工
事
四
千
五
習
が
と
八
綴
仇

(4) 

十
M
刷
、
旭
会
所
線
政
良
百
い
師
、
吉
川
一
マ
復
興
土
扇
区
制
問
整
閣
時
事
奨
餐
託
世
間
ハ
一
修
)
.
マ
中
古
制
御
殿
か
ら
中
原
小
前
ま

線
悟
道
改
良
百
抗
、
盤
閥
幹
道
一
一
号
一
+
万
円
(
今
年
度
新
設
e
ひ
と
ま
ず
終
一
で
(
十
1
十
一
月
に
舗
装
補
修
〕
、
マ

線
改
良
一
冨
臼
〕
M
M
a

泊
T
P
万
回
線
改
良
一
東
し
た
戦
災
援
輿
太
郎
制
区
爾
整
理
の
鱗
一
桃
浜
町
一
号
線
中
央
弱
下
選
か
ら
一
羽
衣

否
阪
、
金
自
久
保
線
改
良
一
自
八
十
M
M
一
算
事
務
と
問
団
事
業
労
成
の
た
め
の
特
別
一
公
窟
前
、
裕
水
小
東
側
四
ツ
角
ま
で
〈
ハ

虹
ケ
浜
9
号
児
琴
線
改
良
各
一
向
M
。
一
会
計
で
、
今
回
道
路
築
造
三
十
五
対
分
一

1
1サ
汚
に
舗
装
補
修
〕
‘
マ
馬
入
一
号

澱
潜
新
設
七
千
五
百
}
町
、
物
件
移
転
一
と
街
路
鱗
議
主
百
M
M
な
ど
を
計
上
し
て
一
線
殴
之
官
出
口
付
近
(
七
、
，
ハ
月
に
鏡

補

償

料

百

十

四

方

向

。

)

一

い
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一
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向
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工
事
市
内
容
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河
内
川
護
揮
改
修
一
初
の
野
球
場
着
工
一
ベ
ト
ナ
ム
難
民

V
M、
清
水
排
水
路
護
者
町
、
富
一
門
教
育
関
係
〕
マ
ス
ポ
ー
ツ
広
雨
明
造
成
一
に
《
か
や
》
を

克
団
地
排
水
襲
警
言
、
吉
際
一
工
事
初
年
度
宅
童
十
九
万
円
(
敷
一
暴
芸
員
に
呼
び
か
け

益
改
修
一
言
H

ぺ
む
ず
か
し
一
重
一
地
震
と
野
球
場
護
マ
マ
文
化
セ
一
自
在
、
ベ
ト
ナ
ム
難
民
に
基
の

一
路
改
修
五
十

M
2号
排
水
路
ポ
ン
一
ン
タ
1
設
計
費
な
ど
追
加
一
}
一
室
ニ
万
円
一
八
か
や
〉
一
一
議
選
る
計
画
を
た
て

新
設

h

間
用
地
量
一
一
道
一
一
事
ヵ
一
マ
土
雪
量
喜
一
千
六
十
一
万
円
一
神
奈
川
吉
一
一
千
張
の
費
主
的
て

)
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木

造

平

一

軍

一

一

室

今

回

平

方

針

一

と

一

き

ま

し

た

ω
市
篠
祉
事
務
所
は
と
の
嬰

湘
南
海
岸
公
題
一
?
壁
そ
の
他
〕
、
マ
宮
沢
公
民
館
一
請
に
ζ
た
え
て
、
市
語
、
家
庭
で
援

に
一
千
百
万
円
一
用
地
質
問
叫
回
一
日
二
十
七
富
山
(
一
千
閉
山
一
窪
田
わ
な
く
な
っ
た
〈
か
や
V
が
あ
っ

喜
怒
部
都
市
計
調
演
土
平
方
M
M
)

‘
マ
小
学
校
善
意
一
一
一
た
ら
抱
供
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て

話

X鰭
須
賀
線
喜
一
軍
事
空
港
小
論
議
、
喜
一
い
ま
す
o
戦

禍

に

警

察

れ

‘

車

交
差
新
設
工
事
一
億
二
千
一
小
と
金
百
小
の
雲
散
水
装
置
議
設
、
一
追
わ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
難
民
は
ざ
っ
と
七

昌
二
亘
一
一
+
五
万
円
(
裏
一
金
百
小
長
野
小
の
排
水
路
整
備
賢
一
十
万
人
、
収
容
所
で
悲
惨
な
住
専
送

醐
施
工
分
量
金
今
年
度
主
主
食
、
松
原
小
用
地
質
喜
一
平
方
一
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
長
室
一

可
と
地
下
道
工
事
一
式
)
、
一

M
な
ど
〕
、
マ
由
同
地
質
問
刷
費
却
す
今
年
一
援
金
ゃ
、
医
薬
お
と
と
も
に
旨
本
の
か
一

門
襲
警
関
係
守
紡
じ
ん
舗
装
工
一
マ
街
路
舗
装
一
千
百
八
+
万
円
(
平
塚
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度
支
払
い
空
宅
+
再
(
大
苦
言
、
南
ベ
ト
ナ
ム
空
字
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童
じ
一

事
一
千
二
百
万
円
三
万
五
千
思
方
H
C
一
海
岸
市
伊
勢
原
二
十

M
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須
賀
久
領
中
学
一
と
松
風
町
庭
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関
係
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利
子
〕
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マ
一
て
送
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い
う
も
の
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マ
時
間
易
日
開
装
工
事
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千
五
十
万
円
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十
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八
幡
工
業
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均
6
尋
問
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新
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世
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入
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百
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と
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っ
て
、
暖
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一

千
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、
マ
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齢
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時
叶
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線
改
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真
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改
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水
道
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費
五
吉
十
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万
円
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路
面
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設
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方
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十
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一
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五
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警
回
線
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一
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千
五
百
平
方
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分
な

5
5
0

一
つ
も
の
要
領
で
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保
険
主
要
市
役
一

1

1

訳
語
〕
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
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海
岸
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室
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路
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円
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河
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銘
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里
立
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計
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財
源
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一
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設
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云
百
七
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円
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収
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岸
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金
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円
と
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設
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〔
月
額
千
円
・
精
薄
同
均
一

七
十
人
分
)
、
マ
青
少
年
育
成
国
民
運
一

動
議
進
鵠
係
費
二
十
方
向
、
マ
老
人
福
一

祉
金
婚
式
祝
品
十
一
一
一
万
円
(
六
十
五
組
一

分
V

。
マ
下
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
り
一

出

し

金

五

否

十

一

万

円

一

(第3種郵官室物認可)

""" 

建設部(;1:、タイヤ・ローラー (225方向)を購入、道路鰐謎~

苦情の多い砂羽蓮華の改良整備を積極的に行なう態勢をとった

指

さ

く

最

一
年
間
禁
止
H

暑
中
見
舞

は
早
め
に

郵
便
局

τ協
力
謹
開

平
嫁
郵
便
局
は
、
抽
出
答
用
小
包
、
整

中
見
鐸
や
中
元
売
り
出
し
用
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
な
ど
が
大
屠
虐
殺
到
、
夏
の

紫
忙
期
を
迎
え
一
、
次
の
点
で
市
民
の
協

力
を
求
め
て
い
ま
す
。

①
暑
中
に
す
ず
し
さ
を
送
る
あ
な
た

の
襲
の
た
よ
り
、
思
問
中
見
舞
は
阜
め

に
、
②
中
元
慰
答
小
包
も
お
則
的
に

小
包
の
包
装
は
し
っ
か
り
、
あ
て
名

は
ま
し
く
は
っ
き
り
と
害
音
、
荷
札

も
お
つ
け
く
だ
さ
い
。
正
常
な
郵
便
一

配
達
で
み
な
さ
ん
の
お
心
に
か
な
う
一

ょ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
一

日
出
有
畦
畔
の
る
あ
ぜ
・
く
ろ
主
主
・
遣
な
ど
一
で
に
十
年
以
上
占
有
し
て
い
る
入
に
つ

白

勘
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の
う
ち
公
開
上
に
あ
っ
て
、
地
番
も
公
一
い
て
は
、
民
法
百
六
土
一
条
の
規
定
に

取
者
側
問
略
に
簿
へ
の
嚢
も
な
い
土
需
を
い
い
、
一
一
一
よ
っ
て
・
篤
い
受
け
る
ζ
と
な
し
に
所

関
東
財
務
渇
か
ら
の
沼
知
に
よ
る
と
一
線
国
有
磁
畔
と
も
俗
称
さ
れ
て
い
る
一
有
権
を
得
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

ζ
の

「
い
ま
ま
で
訴
訟
に
よ
っ
て
処
理
し
て
一
も
の
。
援
活
を
宅
溺
に
転
用
す
る
ば
晶
一
手
続
き
を
、
今
後
、
訴
訟
に
よ
ら
な
く
一
連
設
部
道
路
課
は
、
近
く
次
の
地
点
一
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
も
ガ
ス
@
水
道
一
花
水
小
用
地
南
側
か
ら
花
水
間
口
ま
で

き
た
、
国
有
磁
器
毒
時
一
効
は
、
昭
一
い
な
ど
、
国
有
需
が
あ
る
と
、
そ
れ
一
て
も
、
大
著
財
務
局
に
時
効
選
確
一
で
道
路
の
舗
装
と
補
修
工
事
一
を
行
な
い
一
の
量
産
、
主
く
の
護
活
ま
た
一
(
九
3
十
月
に
防
じ
ん
舗
装
)
、
マ
徳

和
四
十
一
年
四
万
か
ら
、
訴
訟
以
外
の
一
を
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
一
認
申
請
を
出
し
て
認
定
を
受
付
る
よ
う
一
ま
す
。
ζ
の
工
事
後
原
郊
と
し
て
、
競
装
一
は
、
東
京
ガ
ス
忽
局
一
一
六
一
六
‘
線
平
一
延
公
一
前
線
糧
平
塚
由
同
臨
即
時
中
学
授
付
近
ま

手
続
き
に
よ
っ
て
処
恕
す
る
ζ
と
が
で
一
ば
全
体
の
土
勉
に
つ
い
て
、
合
捕
す
る
一
に
簡
略
化
し
た
も
の
で
、
手
続
き
は
市
一
路
道
で
一
一
一
年
以
上
‘
簡
易
鏡
装
で
〕
年
一
敏
水
、
道
事
務
所
忽
印
刷
一
九
一
一
五
へ
ο

一
で
(
八
1
十
二
月
に
舗
装
)
、
マ
八
繍

ぎ
る
」
ζ
と
に
な
り
‘
事
被
処
壊
の
偲
一
ζ
と
も
分
柑
朝
す
る
ζ
と
も
で
告
な
い
わ
一
役
所
褒
手
、
登
記
阪
の
二
階
に
あ
る
鶴
一
以
上
、
防
じ
ん
鋳
装
で
六
か
月
以
上
抱
一
道
路
工
事
か
所
は
次
の
と
お
り
で
す
一
愛
甲
線
の
八
橋
入
口
付
近
と
幾
協
大
野

進
が
は
か
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
乙
と
豆
、
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式
に
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属
か
ら
買
い
受
り
る
一
重
務
局
平
塚
出
張
所
で
も
取
り
扱
つ
一
さ
く
が
で
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な
く
な
り
ま
す
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心
当
り
の
方
は
ご
相
談
一
ガ
ス
な
ど
同
引
込
み
計
前
回
の
あ
る
人
は
、
一
久
保
公
園
南
側
の
道
路
(
七
S
十
月
に
一
十
二
月
に
舗
装
〉
‘
マ
古
川
入
口
と
東

警
護
車
、
事
君
臨
に
あ
一
し
か
し
、
害
総
畔
に
気
ず
か
ず
す
一
く
だ
さ
い
ο

一
い
ず
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も
道
路
工
蓄
に
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一
簡
易
鯖
装
〉
、
マ
虹
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一
号
線
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補
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、
行事を集中した中3日胞を悶にたたられながら、初日 20万人、 2目白羽万人、

3日目55万人、 4日目の日躍には80万人、最終日にお万人の人出を記録、 4日間

にわたって潟滋 1号線をストツフして開催した七夕まつりは‘ひとまず終った。

交適の問題h 竹飾り参加の問題、露目障の問題など、いくつかの課題を残しなが

らもいまさらながら、七夕に到する人気の大きさ、その影響の広さ号、人々に実

感として号えた。

衆
欝
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
伴
奏
と
多
数
の
市
農
が
抱
半
世
す
る
な
か
ぢ
‘
ミ
ス
七
夕
・
松
竹
ヌ
タ
中
村
晃
子
さ
ん
に
宝
冠

を
醐
摺
る
加
瀬
市
議
市
箆
セ
ン
タ
ー
で

!議
減車4白介昨_I!，郷土芸

能.，.合事ハンン

ド演奏 絵画・彫刻

.千工芸・書道目写

真生活技術創作展

。意見発表機関紙

展・文芸作1H1など匂

翻8月10臼までに青

少年課へ

騒市内在住白在勤の

勤労青年に絞るa

覇軍 7月308・軟式野球(須賀公癒球場と大洋中)、法上競技

(江洋中〕、軟式盟主球(松風前震球場)、柔道(見i貯台武道場)

剣道(見照合武道場)、パレーポーノレ(見附台体背舘)

襲盟自丹 6厨・軟式野球 t須賀公園球場と大洋中)、ノ〈スケ y

トボ ノレ(児約合体育館)、射撃(吉沢特設射場)、自転車

(平塚競輪場)、テニス(桃浜町庭球場)、ソフトポーノレ

(高浜高校)

霊童8月138・軟式野球(須主要公濁球場と大洋中)、パスケッ

トポ ノレ(Ji'，約合体育館)、卓球(見附台体育館)

豊富器用2岩見・ 2王子(見附治体育館)、ノ〈トミントン o主的合

体育館)

駿2丹上旬 a スキー(長聖子操)



(6) 第 189号(第3種郵便物認可)昭和 42年 7月訪日

学
校
で
は
学
べ
な
い
乙
と
を
緩
験
ナ
る

よ
い
機
会
で
す
。
し
か
し
六
自
由
に
は

つ
ね
に
索
佳
や
義
務
が
と
も
な
う

hk)

を
忘
れ
な
い
で
え
だ
さ
い
。
楽
し
い
寝

床
み
も
み
な
さ
ん
の
心
が
け
し
だ
い
で

と
D
か
え
し
の
つ
か
な
い
じ
と
に
も
な

D
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険
な
許
行
へ
の
誘

い
は
い
た
手
己
乙
ろ
に
あ
る
か
ら
で
す

そ
し
て
、
と
か
く
間
開
放
的
に
な
れ
U
が
ち

な
季
節
で
す
。
一
時
間
白
注
さ
れ
て
い
る
次
の

乙
と
だ
け
は
決
し
て
し
な
い
よ
う
に
し

有
意
義
な
麗
拭
ふ
を
滋
心
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

ど

九
十
五
名
に
の
ぼ
る
主
悪
習
に
勉
一
四
十
一
年
度
語
学
哲
学
溜
内
容
は
一
票
米
に
つ
い
て
、

強

し

、

好

許

で

し

た

。

一

①

く

す
D
と
健
康
、
②
か
し
こ
い
袋
詰
問
一
用
い
方
、
⑬
化
軒
口

こ
の
生
活
学
校
は
、
新
生
活
運
動
協
一
設
計
、
⑬
駿
房
器
と
燃
料
、
寄
生
活
学
一
ず
な
潟
い
方
、
⑮
「

会
が
全
隠
に
呼
び
か
け
て
い
る
然
活
研
一
枝
の
反
省
と
進
め
方
③
お
圧
月
用
品
と
一
信
語
学
校
に
聞
出
す
ヨ

死
活
動
で
、
家
庭
の
露
君
、
定
、
一
食
豪
語
、
@
く
ら
し
の
中
の
危
険
一
民
生
都
市
民
更
。

も
の
を
つ
く
る
入
、
究
る
ひ
と
、
研
究
…

i
i
l
-
-
i

ず
る
人
な
ど
も
参
加
、
毎
日
の
く
ら
し
一

の
な
か
に
出
て
く
る
閥
翠
解
決
し
な
一
事
醐
提
唱

が
ら
、
蓄
の
向
上
と
自
主
的
な
生
活
一
軍
醐
l

議
事

態
度
を
設
な
う

v
k」
一
巻
ね
ら
い
と
す
る
一

も
の
で
参
加
は
自
由
。
ち
か
く
第
一
一
一

年
次
の
学
智
会
の
計
尚
闘
が
き
ま
る
の
で
一

そ
φι
き
は
、
さ
ら
に
多
数
の
婦
人
が
一
民
鋭
部
清
得
課
は
、
ご
み
m

B
加
す
る
ま
5
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
潟
加
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、

十一さ
じ
て
い
ま
す
が
、
碍
簡
に
関
誌
な

く
夜
遊
び
ゃ
、
夜
の
一
人
接
ぎ
は
危

倹
が
い
つ
は
い
で
す
っ

麹
有
害
図
書
や
有
筈
興
業
の
鶴
間
国
自
わ

る
い
映
画
、
本
、
テ
レ
ピ
、
週
刊
誌

な
ど
は
審
ば
か
れ
U
で
益
は
あ

D
ま
せ

ん
入
見
な
い
よ
ヨ
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
。
序
品
百
思

留
バ
チ
ン
コ
践
な
ど
遊
技
場
の
出
入
D

・
十
八
才
未
満
は
、
バ
チ
ン
コ
な
ど

や
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
友
だ
ち
間
同

志
で
は
い

D見
て
い
た
h
Hナ
各
戸
}

ー

も
鏡
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父

兄
同
伴
な
ら
い
い
と
考
え
て
い
苧
人

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
じ
れ
も
同
じ

く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

欝
震
両
足
と
一
賢
い
受
け
・
青
少
年
か
ら
物

中央生活学校⑫広告とヰ事Lの跨郊に、都心、に

メモをとる主婦たち、この臼の欝欝{立、童書霊童

組合の役員・乳製占員会誌の寅佼翁・牛乳小売

E主主主などだった。

も
傷
つ
け
¥
時
に
は
設
命
に
も
か
か

わ
る
犯
罪
行
為
で
ナ
。

醐
醐
即
日
牒
・
公
盟
、
き
っ
き
皆
、
海
押
な

ど
で
は
タ
バ
コ
を
す
っ
て
い
る
脅
少

年
が
み
も
つ
け
ら
れ
ま
す
。
一
一
十
才
ま

マ
法
樟
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ

εを

一一
セ一一

刊
の

ン一ヵ
ア
一
川ア



第 189-l予

時30!子~JI 時現O分まで、後・は午
後 2時 一4時まで。なお、骨r'Pの
会場は血圧測定を行ないませ向。

'ホックやボタンのない下
語意書だままこで受けられ、所

ですむ、

主立急、病践は次のとおり

重富共済病院曾……… (221奇1950)
量豊中南額保持続…... (22言語0015)
額済企会蔚続。.....口・ (21局0520)
擦杏主主堂病院……・・ (22局10346)
豊富倉田務院 ・ … (22"笥0570)
翻永瀬病弱 ...... (22局0715)

El脳ワク千二ィ

:旦持'777'三子存。;'iJf.不足、衛生

課では乳幼見銀箔で接様、おとなの

方はしばらく遠慮するよう求めてい

ます。おとな分は8月上旬に入手、

別途巡回の予定です。ご埼力くださ

レ、。

(第3在意郵便勧認可〉

40才以上の鼠EE5約定も
衛生課は、 7il24日から、鶴居@

農家・家庭の主婦などを対象に、レ

ントゲンによる結核健康診断を行な

います。 ζ のしンントゲン撮影では、

いまさわがれてL、る溺がんの発見も

でき、対象者の多数参加がのぞまれ l

ています。結核止が人に生命2'毒事わ l 

れないためには、なによりも車窓発

見が第一、つとめ先や学校などの定(

期検診からはずれる人は、との機会 l

に全員受けるd::J心tJl付てくださ

ぃ 。 |
衛生諜の提言fする対象者は45.000 I 

人砕圧は13..:j.J6約日000人の受診にと

どまりました。それでも精密検蕊を l

必要とする人:17入、'5ち結核患者 1

7入を発見、早期治療の効果をあげ l

ましたコいずれも自覚症状がなく、

放っておけば翠症患者になると ζ ろ

でした。

同時;こ、 40才以上の方の無斜ill1EE.
E悪口定も行ないます。 ζ の主j:立、昨年

4548人7引換鳶を受旬、うち凝 血 圧

926人の人が、食事と治療の指導を

受切ました。

あなたもお近くの会場へぜひおこ

しくださ:、

題対象・一役市民、ただし、学校や

つとめ先で受付る人を除きます。

血圧測定 i立40才以上の方。

保健所守¢精密検査ボタンやホ少クのない5ンヤツは透たままで受りられる

後 e金田公民館 l 後・上万IB!'員会所(1百〕

J/ 28日韓前@市営競輪場(港)ρ 4目 前・真土公民主官(穴主宰)

後 e韓関公民館 i 後事東中原公民館(，;)

J/ 29日暗部@市営競輪場{潜) )J 5日曜首ij・平燦病E屯 (n品〉

1/ 318 前@土屋小学筏 【 後 e南原公民館

l 後倉吉沢小学校 l ノノ 7日 前・ i日立耳之官公

， 8月 2目 的・徳延集会所(;:g) 後也八婿公民館〔大野〉

| 後目公民館 8目 的。中原公民館(大野)

グ 3日 棟・根底総集会所(行日) 後@中原公民主君 ( /1 ) 

官j・:jt金目青年会館

を安@中央E善協金自支所

/1 2:i8 l'ji] '"片岡青年会館

後・全自公民館

1/ 26日 前 e 跨箔公畏館

後@城島公民主E

ρ 27日韓前・市営競輪場〔書室〕

成付:…“任記長 36交 友 議 会 : … : 描 γ…ーかン沓ヨ王民器

芝望書官宅語重要翠き浩欝翠村吉〉宅空車襲撃 露主璽dE皇室
塁手主二重セ需ちd室霊『霊意義主主6tf鶏 去門量dE占尊義ン門
で、て稿、高い中酷小つ今員撃事王将é>~々うペ警 畑工車曹三十ス十いス婦

宅32持信長室芸322霊堂義;ぷ議選議開日現時議
組問量点差童守重量麓畿議議議議議欝霊美 星話平具売町

立言守住民223255主主主著書議色素雪 量3重量351
2552352星雲豊富時計毛主主Z251警 告11722
雪量省 主翼'長二言弓爵i奪 取雪 12語表蓋 RZで信 書官品五ご是よ
てえさ 。 が ( 新 総 マ 部 5 てあン 0 ゆるは案、い i 時ベ言書十ス気ダ

酬
明
週
劇
場
月

2
国
に

七
月
か
ら
青
少
年
映
画
劇
場
は
月
二
郎
間
開
催

と
な
り
ま
し
た
レ
好
評
に
ζ
な
兄
、
咲
爵
館
の

協
力
で
訪
中
打
品
し
た
も
の
マ
8
同
月
初
日
セ
ン
ト
ラ

ル
‘
マ
呂
見
釘
日
名
盟
問
問
‘
マ
9
月
3
日
名
目
幽

座
、
マ
ヨ
月
げ
日
悪
意
、
マ

ω月
1
日
名
盟

問
出
、
マ
山
山
同
月
出
日
大
政
中
央
、
マ
ド

R
5日
名

商
座
、
マ
日
月
間
日
有
楽
座
、
マ
ロ
月
パ
自
名

蕗
座
(
間
同
日
円
は
一
一
回
)
マ
l
同月
7
日
名
競
密
・

6'匂ム匂t込司事ム.V6'可寄ふ可A可ム可E込可色、軍込可E込可E斗可色可A守 6Vl:込可仏可6'可

735〈毘

の
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倹
は
、
広
く
嵐
長
の
支
持
を
受
付
て

業
績
を
の
ば
し
て
い
る
が
、
あ
っ

J

新
設
の
湖
南
海
岸
公
翻
ブ
ー
ル
の

近
く
に
校
ん
で
お
る
者
で
ご
さ
い
ま

す
。
大
変
立
派
な
フ
ー
ん
が
で
き
あ

が
る
の
を
、
毎
宮
楽
し
く
時
間
め
て
お

り
ま
す
が
、
少
々
気
に
か
t

ふ
る
と
と

が
ど
』
ざ
い
ま
す
の
で
、
失
礼
を
省
み

ず
ベ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
も
プ
ー
ル
の
排
水
の
ζ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
十
分
な
針
通
の
も

と
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
‘

ζ
ん
な

心
畿
は
余
計
の
ζ
と
と
存
じ
ま
す
が

突
は
、
現
在
窓
共
の
住
ん
で
お
り
ま

す
付
近
の
道
路
に
は
下
水
の
溝
が
な

く
、
雨
が
降
る
ご
と
に
道
路
に
声
き

波
が
立
つ
よ
う
な
状
態
で
す
c
夜
分

は
騒
い
た
め
、
時
折
り
知
白
サ
ど
ぷ

水
に
は
い
っ
た
り
し
て
悶
る
ζ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ζ
れ
か
ら
雨
期
に

向
っ
て
心
を
い
た
め
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
か
冶
立
派
な
ブ
1
ん
に
は
、

字
削
な
心
即
時
は
、
も
ち
ろ
ん
な
い
と

信
じ
て
お
り
ま
す
が
、
市
の
広
報
に

で
も
、
ひ
と
ζ
と
お
知
ら
せ
い
た
だ

け
た
ら
、
安
心
い
た
し
ま
す
。

袷
ケ
浜
e
八
木
ら
一
九
(
笠
婦
)

×
 

1
:
:
J湘
南
海
岸
公
開
国
ブ
ー
ル

駐

震

実

一

:一九ぺ一一
2

の
排
水
は
，
い
ろ
い
ろ

検
討
し
ま
し
た
が
.
田
制
高
帆
で
は
、
ブ

昭和 42年 7月15臼

口町九
ぅ、
d
z
1
4

F
C凡

A
γ
i

ね番in 
れ「h

u
 

用

湖南海岸公磁、放波iま年君隠

ー
ル
北
側
の
道
路
側
轡
に
務
し
‘
田
明

入
川
へ
流
す
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ

ゐ
。
と
の
道
路
の
高
浜
@
潜
小
罰
則
校

の
納
付
近
は
、
溺
が
降
る
と
排
水
が

ありうるとととおもわれる。

大陸竜族や舘空海は海をわたっ

て須賀みなとに麓いたζ とにな

る。須賀の!日家足屋(あさまや)

i は摂州〈兵庫県〕庖ケ崎から移

って来たというし、尾張獲を鐙

号とする湯本の宗家は尾張の留

から来た家と考えられる。

先年山梨県へ旅行して「甲州i

方 言Jと惑する小冊子をもらい

読んでみたら護費方面で日常も

ちいている俗語古油、の地で大器

前頭格となっているのにおどろ

いたζとがある。 rええから7句、

んJ rきびしょJ rやなあさっ

てjをはじめ、みじかい言葉の

院へ「ンjをつ付るととなど共

通のクセのあるととも知るとと

ができhた。何万年のむかしから

甲栢二州を祭夜をおかず流れる

椴慢liiの水にのって水源地域な

らびに沿岸地帯と経済的なまた

3主化的な交流が自然におとなわ

れたととはたしカ、である。上流

方面に須賀の入が開業し、また

関害者している鮮魚簡の多いこと

は感知のと ζ ろであるとともに

佼議@松本@内議@彰山@窪田

・長谷川などいう姓は椙償I11の
よ流ブヲ酪に多いことから考える

とdくより総連の深かったとと

がうなづ力、れる。

み在と

高富瀬模蜜

須賀は太平洋につながる不自慢

の海と山梨県にわたる相模}けと

の接合点になる土地だ付に双方

との関連が深いと ζ ろである。

待令持代より古くから名づけ

られていたと慰われる大住都{

おおずみのζ おり〕 平塚市 e

伊勢録町等の郡名をかつて大伎

郡と雪った の走塁りは九州の大

隅族たちがはるばると丸木舟の

ようなものでやって来てζ のあ

たりへ住みついて名づ付た地名

といわれているから当然須袈み

なとから相模I11をのぼったもの

にちがいない。

また、須賀の婚にのとる伝説

のひとつとして僧沼海 (773

835 )が伊豆の国から舟で須賀

に上陵ししばらく第J奄をむすん

でいたという諮がある。その真

偽はにわかに断定するζとはで

きないが、文治年中0185-90)
鎮海法印が宗祖の遺跡を巡拝し

つづいて朝秀主主EPが長楽寺のも

とをつくったというととなどは

2 

会
己家

路
教
湾
で
大
聞
な
の
は
解
答
の

正
否
も
大
切
で
す
が
そ
れ
を
通
じ

て
雨
親
の
態
度
に
よ
っ
て
長
一
じ
る

談
議
で
扱
っ
た
実
例
か
ら
続
乎
の
精
神
的
な
潤
納
を
つ
く
る

こ
ん
な
子
ど
も
i

こ
と
が
大
切
で
す
ο
康
問
を
ば
か

乎
ど
も
の
質
問
に
対
し
て
、
仕
に
し
た
り
、
相
手
に
し
て
や
ら
な

し
い
時
な
ど
「
あ
と
に
し
て
」
と
い
と
と
は
い
け
な
い
ζ
と
で
、
正

か
「
そ
ん
な
こ
と
わ
か
ら
な
い
の
し
い
知
識
を
与
え
て
や
っ
た
り
、

」
と
か
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
霞
消
佑
し
き
れ
な
い
知
識
を
与
え
一
す

慢
に
対
し
て
ど
う
指
導
し
て
い
つ
ぎ
な
い
よ
ろ
に
し
た
り
子
ど
も
を

た
ら
い
い
も
の
で
し
ょ
う
か
0

2

病
足
さ
せ
る
よ
う
に
答
え
る
こ
と

な
ぜ
l

が
教
脅
し
占
大
切
な
ζ
と
で
す
。
「

小
さ
い
時
は
、
何
を
見
て
も
不
さ
あ
ど
う
か
し
ら
」
と
い
つ
で
も

思

議

で

し

ょ

う

が

な

い

!

穀

む

な

い

声

を

だ

す

親

雲
寺
も
め
ず
ら
し
議
離
韻
唱
が
あ
れ
ば
子
ど
も
は
質

い
と
か
、
友
だ
ち
縄
係
に
初
郡
朝
総
邸
穆
騎
を
出
す
張
り
合
い
が

家
庭
と
家
庭
の
民
較
げ
織
野
胡
，
明
鎖
鱒
柄
引
脚
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

家
族
関
係
、
教
科
の
と
醐
鱗
炉
為
市
池
γ
出
す
し
、
心
の
成
長
に
大

と
な
ど
‘
自
然
に
質
調
舗
鰭
翻
輔
噂
鳴
切
な
闘
内
線
そ
の
鳴
の
す

は

出

て

き

て

い

い

の

で

ら

怒

ら

な

く

な

っ

て

し

す
。
質
問
の
な
い
子
の
方
が
お
か
ま
い
ま
す
。
そ
G

う
か
と
詰
っ
て
質

し

い

の

で

す

。

簡

に

対

し

て

す

ぐ

答

え

る

の

で

な

ど
う
し
た
ら
ー
く
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
と
と
が

荷
懇
の
留
る
の
は
、
解
答
の
内
必
要
で
す
。
子
ど
も
が
広
い
見
地

容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
祖
解
答
の
か
ら
考
え

τ巧
み
に
佐
官
同
と
結
び

内
容
や
考
え
方
は
わ
か
っ
て
い
て
つ
り
る
だ
の
の
巌
誌
の
力
の
発
達

も
導
き
方
に
辛
口
労
し
て
い
る
ζ
と
を
み
な
い
弓
ち
に
知
識
だ
け
を
つ

な
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
導
き
方
と
け
て
し
ま
う
と
そ
の
知
識
の
た
め

し
て
、
子
ど
も
の
生
務
を
助
の
る
に
ま
だ
成
長
途
上
に
あ
る
か
よ
わ

子
ど
も
の
得
る
知
識
が
そ
れ
以
後
い
山
が
打
ち
ま
か
さ
れ
て
し
ま
う

の
知
識
の
獲
得
を
助
け
る
、
一
層

ζ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

子
ど
も
が
質
摘
す
る
よ
う
に
す
る

塑
ヂ
の
関
係
が
一
層
好
ま
し
く
僚

た
れ
る
よ
う
に
す
る
ζ
と
な
ど
も

麟鱒韓額輯

態
く
ご
指
摘
の
よ
お
り
と
な
り
ま
す

当
面
の
対
策
と
し
て
は
‘
ほ
か
の

ブ
l
ん
に
は
な
い
砂
式
の
〈
苓
向
ど

ろ
過
装
画
V
(約
四
百
万
前
向
〕
を
つ

り
ま
し
た
ο
よ
ご
れ
た
ブ
ー
ル
の
水

を
h

ろ
過
し
、
き
れ
い
に
す
る
装
躍

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
度
満
た
し

た
水
は
、
ぐ
る
ぐ
る
櫨
演
さ
せ
て
何

回
も
使
え
一
ま
す
の
で
、
プ
i
ん
の
水

を
全
部
と
り
か
え
る
の
は
、
ひ
と
国
民

ニ
聞
の
予
定
で
す
G

放
水
す
る
と
き

は
、
側
溝
か
ら
永
が
あ
却
れ
る
ζ
と

の
な
い
よ
ろ
、
放
水
量
を
謂
節
し
‘

ご
迷
惑
を
か
の
な
い
よ
う
、
今
後
十

あなたの知る範囲に、よい符ない
をした脅少年(20才未満)がいたら、
氏名倉年令・住所・学校または勤
務先・?鐘濃毎5童磁をお知らせ〈ださ
い 錘草費者協住所氏名をかならず
明記のこと 毘醍を間いません
民(1お毘の鎗瑠をおま毎します

(
担
当
・
打
田
所
員
)
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